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デザイン工学を学ぶ者は，社会が求める「あるべき姿を構築する設計科学技術」を身につけ

る能力を育成する必要があります．このデザイン能力を培うためには，「産業界と密に連携を

取るカリキュラムを構築し，実習，インターンシップ（企業における就業体験）など体験学習

を通じて，社会と人にふれあい，人と地球にやさしいデザインを追及する実践教育の徹底」に

あります．設計科学技術を重視して工学的素養を身につけ，同時に多方面の専門分野と協力・

協働し，社会的・産業的な幅広い視点からのデザイン能力を身につけるために，建築・機械・

材料・電気・情報・プロダクトデザインなどの工学に広く接し，人的ネットワークを拡充する

ことが肝要です． 

 

実践を通じて「デザイン能力」を身につけた学生は，社会および産業界での活躍が期待され

ます．具体的な進路については，各分野において以下の進路が想定されます． 

 

建築・空間デザインを学ぶ学生は，建築設計事務所，総合建設業，住宅メーカなどの建築関

係企業をはじめ，都市空間・建設コンサルタント，不動産業，デベロッパー，金融機関などで

プロジェクトの企画開発やマネジメントに関わる職業．建築・都市空間・まちづくり行政に携

わる公務員．さらには，生活環境に関連の深い家具や家電メーカなどの進路が想定されます． 

メカトロニクス・組込みソフトウェアを学ぶ学生は，自動車・家電・ロボットなどのメーカ

ーの開発部門・設計部門などの進路が想定されます．また，生産システムを学ぶ学生は，自動

車・家電をはじめとするあらゆるものづくりメーカ，コンサルティング，医療産業，情報関連

企業，各種ベンチャー企業などの進路が予想されます． 

プロダクトデザインを学ぶ学生は，製品の開発，製造，販売をするあらゆる企業（自動車，

家電，設備機器，雑貨，家具，パッケージ，事務機器）の企画設計部門，デザイン部門，デザ

イン事務所，商社，流通，官公庁，教育機関などの進路を想定しています． 

 

しかしながら，地球環境問題，高齢化，グローバル化など時代は大きく変わりつつあり，具

体的な進路をいち早く決めて，その専門分野のみを学ぶことは，将来の可能性を自ら狭める危

惧があります． 

エンジニアが直面する問題は益々複雑になり，一つの技術，一つの手法のみで解決されるこ

とは多くありません．どの分野の進路を選ぼうとも，問題解決には的確な技術の選択や統合化

が重要です．これから専門分野を学ぶ学生は，総合的な視点で設計科学や，語学をはじめとす

る人文科学を広く学び，社会，産業，個人の生活および関心に対して敏感に適応できる，優れ

た思考力と迅速な行動力を有する能力を育成し，適切な進路を選択することが大切です． 
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芝浦工業大学 デザイン工学部 学部長 岡本史紀 

芝浦工業大学は，大学伝統の地である芝浦キャンパスにデザイン工学部を2009年度に開設し， 

工学と人間の感性および社会との調和・融合を図り，創造的なものづくり能力を素養にもつ，

実践的な人材の育成を目指します．21世紀の社会と産業は，幅広い工学の素養や技術をバック

グラウンドに持ち，同時に人の感性に応えるものづくりができる人材，つまり，コンセプトが

明確になっていない段階からアイディアを生み出し，リーダーシップをもって個々の要求を整

理・統合化し，ものづくりができる能力が必要とされます．個々にこのデザイン能力を高める

上で，芝浦という都心立地を最大限活用し，「社会および産業界と密に連携を取ったインター

ンシップなどの体験学習」を通じてデザインを追求する実践教育を徹底します．また，デザイ

ン能力醸成を特徴とするデザイン工学部は次のような人物像を求めています． 

①十分な基礎学力に加えて，21世紀における社会と産業が求める技術者を目指す者 

②創造的な発想と，問題発見・解決能力，そして総合的な視野に立ち自律的に思考できる素養

を持つ者 

③多彩な才能と可能性を秘め，社会，産業，個人の生活・関心の変化に対して敏感に適応でき

る者 

一言で言えば，十分な基礎学力に加えて，21世紀の社会が求める技術者像に憧れを持った学

生を迎え，教員とともに一緒に社会の諸相について学習していきたいと思っています． 

本書を読んで，皆様のデザイン工学に対する興味がより湧いてくることを祈念いたします． 




